
平成２5年（2013年）8月 ２日（４）第　１８４ 号 ひらつか議会だより

鈴
木
　
晴
男 
議
員

市
民
病
院
整
備
事
業

問　
市
民
病
院
の
新
棟
建
築
工

事
に
関
し
て
、「
空
調
」
と
「
衛

生
」
の
工
事
の
発
注
時
に
談
合

情
報
が
あ
り
、
平
塚
市
公
正
入

札
調
査
委
員
会
で
審
議
し
た
と

こ
ろ
、
公
正
性
を
妨
げ
る
内
容

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
入
札
の
中

止
を
決
定
し
た
。
こ
れ
は
ど
の

よ
う
な
内
容
だ
っ
た
の
か
。
ま

た
、
今
後
の
予
定
と
参
加
企
業

に
対
す
る
考
え
方
を
伺
う
。

市
民
病
院
事
務
局
長　
入
札
参

加
業
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
技
術

資
料
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
、
複

数
の
業
者
の
技
術
提
案
に
類
似

点
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
公
正

性
を
妨
げ
る
内
容
で
あ
る
と
い

う
疑
念
が
生
じ
た
。
今
後
の
予

定
に
つ
い
て
は
、
一
日
も
早
く

工
事
契
約
を
締
結
し
、
着
工
し

て
い
く
。
ま
た
参
加
企
業
に
つ

い
て
は
、
市
内
企
業
へ
の
配
慮

を
し
て
い
く
。

問　
同
じ
く
「
建
築
」
の
入
札

で
は
、
２
回
に
わ
た
る
入
札
が

と
も
に
不
調
と
な
っ
た
。今
回
、

再
公
告
を
す
る
に
当
た
っ
て
何

を
検
討
し
、
変
更
し
た
の
か
具

体
的
に
示
し
て
ほ
し
い
。

市
民
病
院
事
務
局
長　
不
調
と

い
う
結
果
を
受
け
、
工
事
の
範

囲
を
変
更
し
て
い
る
。
ま
た
、

今
回
の
工
事
発
注
に
つ
い
て
は

「
新
労
務
単
価
」
を
適
用
す
る

と
と
も
に
、
労
務
単
価
が
上
昇

し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

そ
の
ほ
か
す
べ
て
の
設
計
単
価

も
適
正
に
見
直
し
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
、
今
回
の
入
札
は
総
合

評
価
方
式
で
は
な
く
、
入
札
参

加
条
件
付
き
の
一
般
競
争
入
札

と
し
た
。

リ

ス

ク

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

問　
防
災
・
減
災
対
策
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
見
直
し
や
新
た
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る

が
、
先
進
的
な
取
り
組
み
や
、

予
定
よ
り
進
ん
で
い
な
い
取
り

組
み
な
ど
、
危
機
管
理
に
対
す

る
総
合
的
な
評
価
や
、
主
な
取

り
組
み
の
進
捗
状
況
と
今
後
に

つ
い
て
伺
う
。

総
務
部
長　
東
日
本
大
震
災
以

降
、
主
に
「
津
波
対
策
」「
避

難
対
策
」「
帰
宅
困
難
者
対
策
」

な
ど
の
課
題
に
対
し
、
地
域
防

災
計
画
を
見
直
す
と
と
も
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
防
災
・
減
災
対
策

に
取
り
組
ん
で
き
た
。

問　

危
機
管
理
が
含
ま
れ
る

「
社
会
リ
ス
ク
」
だ
け
で
は
な

く
、「
組
織
リ
ス
ク
」「
政
策
リ

ス
ク
」
な
ど
も
す
べ
て
ま
と
め

た
統
一
的
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
指
針
を
作
成
し
、
全
庁

的
に
運
用
す
る
よ
う
検
討
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

企
画
政
策
部
長　
リ
ス
ク
に
は

小
笠
原
　
千
惠
美 

議
員

医
療
費
の
適
正
化

問　
医
療
費
の
適
正
化
に
向
け

た
胃
が
ん
リ
ス
ク
検
診
の
導
入

に
対
す
る
見
解
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
導
入
に

向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
の
た
め
、

具
体
的
な
協
議
を
進
め
て
い
る
。

問　
特
定
健
診
と
合
わ
せ
て
が

ん
検
診
が
で
き
る
の
で
、
受
診

率
の
向
上
が
期
待
で
き
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
双
方
の

受
診
率
の
向
上
が
期
待
で
き
る

と
考
え
ら
れ
る
。

問　
命
を
守
る
た
め
の
予
防
は

行
政
主
体
で
行
う
べ
き
だ
が
、

導
入
に
向
け
て
の
決
意
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
財
政
面

な
ど
の
課
題
も
あ
る
が
、
で
き

る
こ
と
に
は
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

安
心
・
安
全
の

「
み
ち
」
づ
く
り

問　
自
転
車
の
走
行
環
境
の
課

題
と
整
備
計
画
を
伺
う
。

交
通
政
策
担
当
部
長　

歩
行

者
、
自
転
車
の
通
行
空
間
の
確

保
を
図
る
推
進
計
画
を
策
定

し
、路
面
の
塗
装
を
行
う
な
ど
、

ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
両
面
か
ら
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

問　
歩
道
の
な
い
通
学
路
の
安

全
対
策
を
伺
う
。

交
通
政
策
担
当
部
長　
道
路
の

側
線
の
敷
設
や
引
き
直
し
、
交

差
点
の
カ
ラ
ー
舗
装
、
カ
ー
ブ

ミ
ラ
ー
や
注
意
喚
起
看
板
の
設

置
な
ど
の
安
全
対
策
を
実
施
し

た
。
ま
た
、
地
域
の
見
守
り
活

動
な
ど
に
よ
る
安
全
対
策
を

行
っ
て
い
る
。

問　
視
覚
障
が
い
者
用
誘
導
ブ

ロ
ッ
ク
の
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

土
木
部
長　
耐
久
性
や
経
済
性

に
優
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
へ
の
改
修
・
変
更
を
進

め
る
。
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
に
求
め

ら
れ
る
の
は
、
安
全
性
と
認
識

の
し
や
す
さ
で
あ
り
、
視
覚
障

が
い
者
に
危
険
が
な
い
よ
う
、

整
備
・
維
持
管
理
に
努
め
て
い

く
。熱

中
症
の
対
策

問　
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
高
齢

者
の
熱
中
症
対
策
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
注
意
喚

起
の
方
法
に
課
題
が
あ
る
。
民

生
委
員
児
童
委
員
な
ど
が
、
日

ご
ろ
の
見
守
り
の
中
で
、
水
分

補
給
と
暑
さ
に
注
意
す
る
よ
う

呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

問　
教
育
現
場
に
お
け
る
熱
中

症
対
策
の
現
状
は
ど
う
か
。

学
校
教
育
部
長　
ミ
ス
ト
シ
ャ

ワ
ー
を
検
討
し
て
い
る
学
校
に

効
果
を
伝
え
、
積
極
的
に
設
置

す
る
よ
う
要
請
す
る
。

公

明

ひ

ら

つ

か

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
の
で

必
要
性
は
あ
る
。
た
だ
、
対
応

す
る
た
め
の
体
制
が
取
れ
て
い

な
い
の
で
、
ま
ず
は
研
究
し
て

い
き
た
い
。

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ

整

備

事

業

問　
こ
の
ほ
ど
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ

大
神
地
区
土
地
区
画
整
理
組

合
設
立
準
備
会
が
発
行
し
た

ニ
ュ
ー
ス
の
号
外
に
は
、
産
業

系
と
複
合
系
の
商
業
施
設
立
地

企
業
予
定
者
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。
対
象
エ
リ
ア
ご
と
の
進
捗

状
況
と
「
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
橋
」

の
今
後
の
進
捗
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長　
本
市
で
は
、
平
成
24
年

４
月
に
「
ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
大
神

地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
策

定
し
、
組
合
設
立
準
備
会
に
お

質総
問括
主な質問と答弁

6
月
定
例
会

い
て
は
事
業
を
円
滑
に
推
進
す

る
た
め
、
本
年
４
月
に
複
合
系

ゾ
ー
ン
や
、
産
業
系
ゾ
ー
ン
の

一
部
に
お
い
て
立
地
企
業
予
定

者
を
公
募
し
選
定
を
行
っ
た
。

ま
た
、
大
神
地
区
と
寒
川
町
倉

見
地
区
を
結
ぶ
「
ツ
イ
ン
シ

テ
ィ
橋
」
に
つ
い
て
は
、
ツ
イ

ン
シ
テ
ィ
大
神
地
区
の
面
整
備

に
合
わ
せ
て
都
市
計
画
手
続
き

を
進
め
、
対
象
と
な
る
地
権
者

に
対
し
て
、
早
期
に
説
明
会
な

ど
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る

と
聞
い
て
い
る
。

秋
澤
　
雅
久 

議
員

教
育
の
情
報
化

問　
新
た
な
「
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
」
を
構
築
す
る
が
、
概
要

や
期
待
さ
れ
る
効
果
、
稼
働
ま

で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長　
組
織
内

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
っ
て
教
育
委
員
会
と
学

校
間
や
教
職
員
間
の
情
報
の
共

有
と
管
理
が
迅
速
に
で
き
る
。

ま
た
児
童
生
徒
の
情
報
・
成
績

情
報
、
保
健
・
健
康
情
報
の
一

元
管
理
な
ど
が
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

で
行
え
る
た
め
、
校
務
の
軽
減

を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
年

12
月
ま
で
に
本
市
に
適
し
た
シ

ス
テ
ム
の
仕
様
を
構
築
し
、
来

年
４
月
か
ら
全
面
稼
働
す
る
見

通
し
で
あ
る
。

問　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
の
体

制
と
、
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
策
や

ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
の
対
応
策
を

伺
う
。

教
育
指
導
担
当
部
長　
個
人
情

報
は
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
保
存

し
、
保
守
管
理
を
事
業
者
に
委

託
す
る
。
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト

面
の
ト
ラ
ブ
ル
ヘ
の
対
応
に
つ

い
て
は
市
の
教
育
研
究
所
が
窓

口
と
な
っ
て
お
り
、
本
年
７
月

か
ら
は
、
教
育
委
員
会
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
部
門
を
担
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運
用
支
援
員
を
配
置
す
る
予
定

で
あ
る
。
専
門
員
の
配
置
に
よ

り
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
と
発
生
時

の
対
応
に
万
全
な
体
制
を
築
い

て
い
き
た
い
。

問　
教
育
の
情
報
化
の
ビ
ジ
ョ

ン
や
計
画
を
市
民
に
示
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

教
育
指
導
担
当
部
長　
情
報
化

に
関
す
る
部
署
を
今
回
の
組
織

改
正
で
教
育
研
究
所
に
一
本
化

し
、
情
報
を
一
元
化
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
統
括
責
任
者
が
教

育
研
究
所
長
に
な
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
施
策
と
一
元
的
に
進
め
る

体
制
が
よ
う
や
く
整
っ
た
の

で
、
そ
の
中
で
ビ
ジ
ョ
ン
・
計

画
等
に
つ
い
て
も
作
成
し
て
い

き
た
い
。

　市政や地域の身近な問題などに関する市民のみなさんの意
見や要望などを直接市議会に提案できる制度として、「請願」
と「陳情」があります。請願・陳情はだれでも行うことがで
きます。

■請願書・陳情書の提出方法
　請願書・陳情書には、日付、住所、氏名（団体名・役職名）
の記載と押印が必要です。宛て先は平塚市議会議長としてく
ださい。また、請願書には紹介議員の署名が必要です。なお、
請願・陳情者が多数の場合は、「署名簿」を添付することが
できます。

■提出の締め切り
　請願の提出締め切りは本会議第２日目の午後５時です。陳
情の提出締め切りは定例会で開催する議会運営委員会の２日
前です。なお、請願・陳情者の住所・氏名などは一般に公開
されます。あらかじめご了承ください。

◆記載方法などでご不明な点は議会局（☎21-8791）にお問
い合わせください。

「請願・陳情の提出方法」
市政への要望を市議会へ

平塚市議会　議案審査の流れ
初
日 ①議案の提案説明 市長から議案（予算や条例など）の提案理由の

説明を受けます。

２
～
５
日
目

②総括質問 議員が議案に対する質疑や市政全般についての
質問を行い市長の説明を求めます。

③委員会に付託
提案された議案などを、内容によって４つの常
任委員会（総務経済、都市建設、教育民生、環
境厚生）に付託します。

④常任委員会
付託された議案を各常任委員会で専門的に審査
し、委員会としての賛成・反対の意思を決定し
ます。

最
終
日

⑤報告 各常任委員長が委員会での審査の経過や結果を
報告し、質疑が行われます。

⑥討論 議案に対して賛成・反対の意見が述べられます。

⑦採決 賛成・反対の採決を行い、議案の可決・否決な
どを決定します。


